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2019年3月8日

私立大学研究ブランディングシンポジウム

金光秀和（金沢工業大学 科学技術応用倫理研究所）

金沢工業大学における科学技術者倫理教育と
研究ブランディング事業について
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建学綱領と倫理教育

金沢工業大学・建学綱領

 「人間形成」，「技術革新」，「産学協同」

1965年開学以来の倫理を尊重した教育の伝統

 1968年：穴水湾自然学苑における「人間と自然」教育

 1980年：「科学史」（必修科目）の開講

 1995年：「人間と科学技術の歴史」（選択必修科目）などの開講

 1997年：科学技術応用倫理研究所の設立

1999年: JABEE（日本技術者教育認定機構）の設立
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共同体として共有する価値

KIT IDEALS
金沢工大の理念（行動規範）

Kindness of Heart 思いやりの心
Intellectual Curiosity 知的好奇心
Team Spirit 共同と共創の精神
Integrity 誠実
Diligence 勤勉
Energy 活力
Autonomy 自律
Leadership リーダーシップ
Self-Realization 自己実現
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共同体として共有する価値

金沢工大学友会

学生宣言
（平成18年5月採択）

1.我々学生は、学生の本分と社会のルールを守ります。

2.我々学生は、「KIT IDEALS」を行動規範として、人間
力を備えた「自ら考え行動する技術者」を目指します。

3.我々学生は、倫理を守りその実践に取り組みます。
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Ethics Across the Curriculum at KIT
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「全教育課程を通して行う科学技術者倫理・研究倫理教育」

社会との繋がりを考える科目

プロジェクトデザイン科目

初年次教育科目
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学
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「プロフェッショナルとしての倫理と行動指針」講義資料より
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専門職倫理教育

「科学技術者倫理」

2006年から開講

3年次必修科目（2単位）

約1,600人を対象

https://www.kanazawa-it.ac.jp/gakubu_daigakuin/index.html
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教科書

大学教育学会HPより

2015 2017

新しい時代の技術者倫理

札野 順 著
（放送大学教育振興会）

本質から考え行動する
科学技術者倫理

金沢工業大学・科学技術応用
倫理研究所 編
（白桃書房）

大学教育学会のWEBサイト

http://daigakukyoiku-gakkai.org/ 参照
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専門職倫理教育における特徴

「行動の設計」を目指した実践的科目

ケースメソッドを用いた教育

セブン・ステップ・ガイドなどの活用
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「行動の設計」を目指した実践的科目
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ケースメソッドを用いた教育

竹内伸一，『ケースメソッド教授法入門』, 慶應義塾
大学出版会（2010），p. 19

Charles E. Harris Jr. et.al., Engineering Ethics: 

Concepts and Cases 4th edition, 2008 

Case,Case,Case!

teaching

(教育)

research

(研究)

methodology

(方法論)

casemethod of 

instruction

(ケースメソッド
教授法)

case study 

casemethod

of research

(事例研究)

printed material

(印刷された資料)

cases as 

teaching 

material

(ケース教材)

case studies as 

research 

outcomes

(事例研究論文)

(ケーススタディ)
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セブン・ステップ・ガイドなどの活用
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専門職倫理教育における特徴

「行動の設計」を目指した実践的科目

ケースメソッドを用いた教育

セブン・ステップ・ガイドなどの活用

グループワークの様子（写真） 学生の発表の様子（写真）
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ステイクホルダー

高校教員

学生

企業

地域社会

アカデミック

海外連携校
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研究活動計画

①グローバル社会における科学技術者倫理に関する研究

②経営倫理と技術者倫理の統合に関する研究

③工学教育での科学技術者倫理教育に関する研究

④科学史／技術史に基づく科学技術者倫理教育に関する研究



ご清聴ありがとうございました

金光秀和（kane@neptune.kanazawa-it.ac.jp）


